
仮説検証１回目 仮説検証２回目 戦略・事業モデル策定

仮説検証１回目 仮説検証２回目 戦略・事業モデル策定

入学から修了までの流れ（イメージ）

Workflow

基礎学習行程入学前 事業計画策定行程仮説検証行程戦略立案・

■ 事業計画策定
事業アイデアを具体的な
事業計画へ。財務計画な
どを考えた経験がなく手
間取ったが、近い領域で
起業経験のあった外部コ
ーチに相談したことで、
具体的な計画に落とし込
むことができた。

■ 事業計画策定
まとめたビジネスモデル
をもとに、財務計画や中
長期プラン、シナリオな
どを具体的に設定し、事
業計画書に落とし込む。
外部には公開できない数
字もあったため、最終発
表は関係者だけで行わせ
てもらった。

ア
イ
デ
ア
発
表

中
間
発
表

最
終
発
表

修
了

入
学

A さん

B さん

■ 学習計画
メンターとの⾯談で思いの強
さはあるものの、知識やスキ
ルの不⾜を実感。まず、知識
習得を目的とした学習計画を
立てる。

■ 学習計画
これまでの経験からビジネ
スに関する知識やスキルは
最低限持っていたが、 より
課題の深掘りを進めるため、
アグリビジネスへの知識を
深めることを中心とした学
習計画を立てる。

・	30代男性、都内在住
・	食品関連メーカー勤務
・	社会の一部ではなく、個人として何か成
し遂げたいと思っている

・	元々食に興味を持っていたため、食品
関連産業での起業を決意し、入学

起業を目指すAさん

・	20代⼥性、地方在住
・	IT企業勤務
・	営業での実績を買われ、新規事業創出
プロジェクトのメンバーに抜擢される

・	SDGs関連で食農分野の新規事業を進
めていたが、より確実性やスピード感を
高めるため、企業から派遣され入学

企業内で新規事業を担当するBさん
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■ 基礎学習
集合研修などを通じて、課題や解決のアイ
デアを見つけるための考え方や思考法を学
び、⾃分の思いを形にする術を知る。また、
動画教材を活⽤し、アグリビジネスの全体
像を理解する。

■ ビジョンメイキング
メンターとの定期⾯談や休⽇を活⽤して、抽象的だ
った思いを「どうなりたいのか」「何を成し遂げたい
のか」という具体的な⾔葉、ビジョンにする。

■ 実践研修
農家や農協、市場などを実際に訪問し、現場の課題や苦労し
ていることを知ったり、様々な立場の人と話したりする中で、
解決すべき課題やアイデアの種を⾒つける。

■ 課題仮説＆アイディエーション
これまでインプットしてきた情報やビジョンをもとに、
メンターや外部コーチの⼒を借りて、取り組みたい課
題とその課題を解決するための事業アイデアを決定する。

休日や退勤後の時間を活用し、
これまで学んだことの復習やア
グリビジネス関連の知識を追加
する。

■ 基礎学習
通勤時間に動画教材を見て、アグリビジ
ネスに関する知識を深める。産業構造を
理解していくにつれて、新たな切り⼝や
ステークホルダーなど、これまでとは違
う視点が見えてきた。

■ ビジョンメイキング
新規事業として、今後どのようなポジシ
ョンを狙っていくのか、どうあるべきな
のかを、自社のミッション・ビジョンと照
らし合わせながら改めて整理する。

■ 実践研修
これまで考えていたアイデアを実際に農家のもとに行き聞いてみたところ、イメージだけで課題や解決策を考え
ていたことに気づかされた。そこで、さらに現場のことを知るために、ヒアリング先の農家で短期のインターン
をさせてもらうことにした。

■ 課題仮説＆アイディエーション
これまでに進めてきた新規事業計画を踏まえて、メンターとともに
アイデアのブラッシュアップを行う。特に顧客セグメントや検証方
法については専門的な知⾒を取り⼊れたかったので、複数の外部
コーチにアドバイスをもらった。また、会社のプロジェクトでもあ
るため、進捗と構想中のアイデアの報告を自社内で行った。

■ 検証仮説・計画設定
自分の考えたサービスが世の中に受け
⼊れられるか、課題を本当に解決でき
るかということを検証するための項目
と⽅法を決定する。

■ 検証仮説・計画設定
検証する課題仮説、サービスについて、
評価項目とスケジュールを決める。

■ 再検討・計画修正
外部コーチからのアドバイスを参考に
再度現場へ赴き、課題をさらに深掘り、
アイデア・解決策を修正、検証計画を
練り直す。

■ テスト計画策定
外部コーチからの技術的なアドバイス
も含め、プロトタイプを更にブラッシ
ュアップし、テスト期間と評価項目を
決定する。

■ ビジネスモデル策定
中間発表に向けて、メンタ
ーとともに課題から事業ア
イデア、ヒアリング結果を、
１つのビジネスモデルとし
てまとめ上げる。⾜りない
情報などを外部コーチに教
えてもらい、実際に顧客に
提供するために必要となる
要素を具体化させる。

■ 戦略・事業モデル策定
経営層に新規事業として提
案するためには、収益性だ
けでは不確実要素が大きい
ため、メンターと相談し、
事業としての将来性を評価
できるKPIを設定。自社の
リソースを踏まえて販売方
法を決めるなどビジネスモ
デルとしてまとめた。

■ 検証実施（実践研修）
まずコンセプトやアイデアをまとめた
提案書でヒアリングを開始。ヒアリン
グ先をメンターに相談しながら、顧客
となる人の声を集める。

■ プロトタイプ製作
具体的にイメージしてもらうために、
必要最低限の機能を搭載したWEBシ
ステムのプロトタイプを製作する。

■ 検証実施（２回目）（実践研修）
慣れてきたこともあり、今回はヒアリン
グ範囲を広げて実施。修正したサービス
と価格帯はヒアリング先の反応も良く、
ビジネスとしての⼿応えを感じる。

■ テストユーザー評価（実践研修）
複数名のテストユーザーに実際の業務
の中で利用してもらい、定期的にヒア
リングを行った。

■ 結果振り返り
聞いた声をメンターとともにまとめた
ところ、課題仮説は間違っていなかっ
たが、考えたアイデア・解決策では根本
解決にはつながらないことがわかった。

■ 検証実施（実践研修）
ターゲットとするユーザー層に、制作
したプロトタイプを実際に触ってもら
い、システムに対する評価や課題の捉
え方などアドバイスをもらった。

■ 結果振り返り
いくつか修正や要望はあったものの、
ビジネスになりそうな感触は得られた。
そこでメンターと相談し、反応の良か
った先にテストユーザーとして一定期
間利⽤してもらうことにした。

■ 結果振り返り（２回目）
ヒアリング結果を振り返り、少し修正
が必要な部分があるものの、課題から
解決策まで筋の通ったものになり、二
人三脚でやってきたメンターと喜びを
分かち合った。

■ 結果振り返り（２回目）
テスト期間が修了し、結果は上々だっ
た。ひとりで定期的にヒアリングでき
る人数でのテストだったため、範囲を
広げて引き続きのテストを自社の人た
ちにお願いした。



入試・各種制度・説明会
Admissions

入学試験について

出願および一次試験期間 一次試験合否通知 二次試験（オンライン面接） 二次試験合否通知 入学手続期間

2025年12月8日（月）～
2025年12月26日（金） 2026年1月16日（金） 2026年1月24日（土） 2026年1月30日（金） 二次試験合否通知日～

2026年2月13日（金）

※1	 入学願書および小論文をご提出いただくとともに、指定の⼝座に受験料をお振込みいただきます。
	 出願書類等の詳細については、ホームページにて公開している学生募集要項をご確認ください。	

各種制度

入学試験において優秀な成績を修めた者に対し、 
1年間の学費を免除します。
※途中退学等の場合は、免除を受けた学費の納入が必要となります。

特待生制度
実践研修・各行程における活動費の一部を助成します。
※事前の活動計画書提出等の一定の条件を満たすことが必要です。
※修了時に支給します。

活動費助成制度

免除額
特待生A	：学費全額免除（最大３名）
特待生B	：学費半額免除（最大５名）

助成額
最大40万円

活用例
○海外における実地調査のための	
通訳費⽤・旅費交通費

○農園・牧場での実地研修における交通費
○サンプルとなる物品購入
○資格試験受験費⽤

※上記は利⽤実績の一部です。

対象者
学生全員

説明会

⃝オンライン説明会（Zoom）
イノベーター養成アカデミーのカリキュラム、スケジュール、入試等の説明を行います。

■ 所要時間：45分（説明30分、質疑応答15分）　※事前予約制（HPよりお申込みください）

説明会の詳細・申込はこちらから➡

1. 募集対象者	 ・	アグリビジネスにおける価値創造と課題解決に挑む「志」と「意欲」を持つ者	
・	学士課程修了程度の学力（理解力、思考力）とコミュニケーション力を持つ者

2. 出願資格	 ①	学士以上の学位を有する者（取得見込者を含む）	
②	短期大学士の学位または専門士・準学士の称号を取得し、	
	 フルタイム勤務または自営業で通算２年以上の社会人経験を有する者	
③	高等学校を卒業し、フルタイム勤務または自営業で通算４年以上の社会人経験を有する者

3. 最大収容人数	 30名

4. 標準修業年限	 １年　※自身の進捗に応じて最長３年まで在学可能です。

5. 試験内容	 一次試験：書類審査（アグリビジネスにおける課題の解決に挑む志と学士課程修了相当の理解力や思考力などを審査）	
二次試験：オンライン⾯接（志や意欲、コミュニケーション力などを審査）

6. 受験料	 5,000円（税込）

7. 学費（初年度）	 1,000,000円（税込）	

8. 試験日程

（以下のいずれか）

※	実践研修・各行程における活動費や旅費交通費、教科書代等は含まれておりません。
※	1年を超えて在学する場合の延長料は月額50,000円（税込）です。

⃝個別相談会（対面・オンライン）
個別でのご相談や、企業派遣での人材育成をご検討の方、また施設の見学希望など、対⾯でのご相談を承ります。

■ 所要時間：60分程度　※事前予約制
■ 所要時間：オンライン（Zoom）もしくは品川本校

⃝オンデマンド学校説明動画（YouTube）
イノベーター養成アカデミーのカリキュラムや1年間の流れ、入試のご案内など、	
説明会でお話ししている内容を動画でご視聴いただけます。

■ 所要時間：20分程度（説明のみ）

よくある質問
Q. 学校を見学することはできますか？
A.	 見学可能です。学校の見学や来校して個別相談等を希望される場合は、入学試験事務局までお問合せください。

Q. 最長３年まで在学可能とありますが、延長するための条件などはありますか？
A.	 決まった条件はありません。在学期間は、アイディエーションや仮説検証に時間を要することが想定されるときなどに、	
メンターと相談して延長期間を決めます（月単位で延長可能）。

Q. 講義や集合研修は、祝日や大型連休、年末年始も実施されますか？
A.	 原則として、祝⽇や大型連休、年末年始に講義等は実施しません。	
ただし、土⽇が祝⽇にあたる場合は、実施する場合があります。

Q. 集合研修への出席が難しい場合、オンラインで受講することはできますか？
A.	 原則、対⾯受講のみとなります。ただし、やむを得ない事情がある場合において、	
講義によっては、オンライン受講ができる場合があります。

Q. 出願方法を教えてください。
A.	 入学願書、最終学歴を証明する書類、小論文（一次試験問題）等の募集要項に定められた必要書類を添付の上、	
電子メールにて、出願および一次試験期間内に入学試験事務局（admission@afj.or.jp）宛にご提出ください。

	 ※詳細については募集要項をご確認ください。

Q. 特待生制度の合格基準を教えてください。
A.	 特待生制度は、受験者全員を対象とし、入学試験にて優秀な成績を修め、入学後も他の学生の模範となることが期待され、	
成業の見込みがあると当アカデミーが認める者の1年間の学費を全額、または半額免除する制度です。	
なお、合否の判断に関わる内容についてはお答えできません。

Q. イノベーター養成アカデミーを修了することで学位や資格を取得することはできますか？
A.	 本アカデミーは、私塾のため、学位や資格を取得することはできません。

つまり、特待生Aとして合格した場合、
学費全額無料に加えて最大40万円の活動費を支給
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アグリフューチャージャパンについて
About Us

大学・研究機関・有識者

幅広い業界の
企業・団体

農業経営体及び
関連団体

⽇本の農業の未来を担う経営者を育成することを
目的に設立され、産業界・農業界・学界のオールジ
ャパン体制のもと、業界の垣根を超えた幅広い企
業・団体の会員*の皆様のご協力により運営してい
る一般社団法人です。

未来のイノベーターを応援します
私たちの命と健康を支える食と農業。そこには様々な課題が

山積しています。高齢化や人手不⾜による生産力低下の一方

で、増え続ける世界の人⼝。温暖化による天候不順は激しさ

を増し、環境問題への対応が強く求められています。その課

題を解決していくために、データを活かした農業や次世代フ

ァーム、代替タンパクやゲノム編集による新たな食体験とい

った、新しい動きも次々と始まっています。AFJ⽇本農業経

営大学校は、食や農の世界で新たなチャレンジに挑む人たち

を支援してまいります。

※	農家・農業法人、農業関係団体､ 食農関連企業、総合商社、ゼネコン、
私鉄、電機・IT企業、金融機関など

 正会員：48会員　賛助会員：167会員　（2024年12月31⽇現在）

一般社団法人
アグリフューチャージャパン

AFJ 日本農業経営大学校 イノベーター養成アカデミー

オンラインスクール
その他

アグリビジネスイノベーターの育成

「いつでも・だれでも仕事をしながら」の実現
【今後展開予定】
・	教材動画配信サービス
・	研修受託事業
・	AFJプラットフォーム	等

校長メッセージ理
事
長・校
長

合
瀬 

宏
毅

経営理念
未来を拓く、人材の育成を通じてわが国の農業を強く、 
魅力ある産業に発展させることでサステナブルな社会の実現に貢献する

パーパス

ミッション ❶ 農業を変⾰する人材を育成する
❷ 農業界全体の経営力を底上げする

理事・監事
代表理事理事長・校長理事	 元	⽇本放送協会	解説委員室	解説副委員長	 合瀬	宏毅
代表理事専務理事	 一般社団法人アグリフューチャージャパン	事務局長	 松永	勇生
理	事	 エスビー食品株式会社	顧問	 小形	博行
理	事	 農林中央金庫　代表理事理事長	 奥　	和登
理	事	 農事組合法人和郷園　代表理事	 木内	博一
理	事	 東京農業大学	国際食料情報学部	アグリビジネス学科　教授	 渋谷	往男
監	事	 ＪＡ三井リース株式会社	常務執行役員	 伊藤	良弘
監	事	 弁護士（東京富士法律事務所）	 山田	祥恵

2024年12月31⽇現在

施設紹介

法人概要

農林中央金庫品川研修センター

集合研修を
実施する教室

落ち着いた雰囲気の
ラウンジ

晴れた日はテラスで
ディスカッションも

社団名：	 一般社団法人アグリフューチャージャパン
所在地：	 東京都港区港南2-10-13	農林中央金庫品川研修センター5階
設立：	 2012年2月
会員数：	 215会員（2024年12月31⽇現在）
事業内容：	AFJ⽇本農業経営大学校の運営、農業分野における調査・研究等

HP：https://www.afj.or.jp
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正会員 賛助会員

2024年12月31⽇現在

アグリフューチャージャパン会員⼀覧

味の素株式会社	 イオンアグリ創造株式会社

エスビー食品株式会社	 カゴメアグリフレッシュ株式会社

キッコーマン食品株式会社	 株式会社	極洋

株式会社	J-オイルミルズ	 昭和産業株式会社

スターゼン株式会社	 宝ホールディングス株式会社

株式会社	ニチレイ	 ⽇清オイリオグループ株式会社

株式会社	⽇清製粉グループ本社	 株式会社	ニップン

⽇本デルモンテ株式会社	 ⽇本ハム株式会社

ハウス食品グループ本社株式会社	 株式会社	バローホールディングス

不二製油グループ本社株式会社	 プリマハム株式会社

丸大食品株式会社	 明治ホールディングス株式会社

森永乳業株式会社	 株式会社	ヤオコー

株式会社	ヤクルト本社	 山崎製パン株式会社

雪印メグミルク株式会社	 横浜冷凍株式会社

株式会社	ライフコーポレーション

伊藤忠商事株式会社	 オリックス株式会社	 住友商事株式会社	 井関農機株式会社	 株式会社ADKマーケティング・ソリューションズ

王子ホールディングス株式会社	 株式会社クボタ	 ゴールドパック株式会社	 清水建設株式会社	 ダイキン工業株式会社

富士急行株式会社	 三井不動産株式会社	 三菱地所株式会社	 ヤンマーアグリ株式会社	 レンゴー株式会社

株式会社アインホールディングス	 株式会社NTTデータ	 科研製薬株式会社	 兼松株式会社	 住友化学株式会社

住友不動産株式会社	 綜合警備保障株式会社	 双⽇株式会社	 大成建設株式会社	 大和製罐株式会社

東急株式会社	 トヨタホーム株式会社	 ⽇鉄興和不動産株式会社	 ⽇東ベスト株式会社	 ⽇本酸素ホールディングス株式会社

⽇本通運株式会社	 野村不動産株式会社	 BIPROGY株式会社	 フジパングループ本社株式会社	 ホッカンホールディングス株式会社

丸紅株式会社	 株式会社やまびこ	 ＵＢＥ株式会社

朝⽇アグリア株式会社	 株式会社豊田自動織機	 株式会社インフォメーション・ディベロプメント	 エア・ウォーター株式会社	 沖電気工業株式会社

片倉コープアグリ株式会社	 協友アグリ株式会社	 近鉄グループホールディングス株式会社	 クミアイ化学工業株式会社	 京浜急行電鉄株式会社

正栄食品工業株式会社	 株式会社西武ホールディングス	 積水ハウス株式会社	 中越パルプ工業株式会社	 中央⽇本土地建物株式会社

ナイス株式会社	 株式会社なとり	 ⽇本甜菜製糖株式会社	 ⽇本電気株式会社	 ⽇本オラクル株式会社

⽇本曹達株式会社	 ⽇本農薬株式会社	 はごろもフーズ株式会社	 ヒューリック株式会社	 北興化学工業株式会社

株式会社丸山製作所	 三菱HCキャピタル株式会社	 三菱ガス化学株式会社	 三菱総研DCS株式会社	 株式会社三菱総合研究所	

ミヨシ油脂株式会社	 SBSフレック株式会社	 SBSホールディングス株式会社	 NTN株式会社	 三菱重工業株式会社

株式会社朝⽇工業社	 株式会社ADEKA	 株式会社アミノアップ	 飯野海運株式会社	 石原産業株式会社

株式会社岩手朝⽇テレビ	 株式会社ウッドワン	 塩水港精糖株式会社	 株式会社王将フードサービス	 株式会社カネカ

木徳神糧株式会社	 協同住宅ローン株式会社	 株式会社クラレ	 クリナップ株式会社	 月桂冠株式会社

ケンコーマヨネーズ株式会社	 サンケイ化学株式会社	 株式会社C&Fロジホールディングス	 JA三井リース株式会社	 JNC株式会社

シブヤ精機株式会社	 株式会社商船三井	 昭和パックス株式会社	 住友林業株式会社	 センコーグループホールディングス株式会社

大王製紙株式会社	 高梨乳業株式会社	 千葉製粉株式会社	 デンカ株式会社	 東京センチュリー株式会社

東京定温冷蔵株式会社	 東京豊海冷蔵株式会社	 東西産業貿易株式会社	 東ソー株式会社	 東武鉄道株式会社

鳥越製粉株式会社	 西松建設株式会社	 ⽇建リース工業株式会社	 株式会社⽇新	 ⽇本カーバイド工業株式会社

⽇本化薬株式会社	 ⽇本食品化工株式会社	 一般社団法人⽇本スーパーマーケット協会	 ⽇本製紙株式会社	 株式会社浜乙⼥

フィード・ワン株式会社	 株式会社フジ	 芙蓉総合リース株式会社	 株式会社ベイシア	 北越コーポレーション株式会社

ホクサン株式会社	 北海道糖業株式会社	 保土谷化学工業株式会社	 株式会社マルイチ産商	 丸善食品工業株式会社

株式会社ミキモト	 三井住友ファイナンス＆リース株式会社	 三菱商事株式会社	 宮坂香料株式会社	 明海グループ株式会社

ヤマエ久野株式会社	 株式会社ヤマタネ	 雪印種苗株式会社	 ユニチカ株式会社	 株式会社吉野家ホールディングス

ラサ工業株式会社	 理研ビタミン株式会社	 旭化成株式会社	 伊藤忠アーバンコミュニティ株式会社	 伊藤忠飼料株式会社

イノチオホールディングス株式会社	 株式会社ABC	Cooking	Studio	 株式会社荏原製作所	 OATアグリオ株式会社	 協同乳業株式会社

株式会社京成ストア	 サミット株式会社	 ジェイカムアグリ株式会社	 信越化学工業株式会社	 公益財団法人全国学校農場協会

TPR株式会社	 豊田通商株式会社	 豊玉香料株式会社	 株式会社永谷園ホールディングス	 南西糖業株式会社

⽇清丸紅飼料株式会社	 ⽇東富士製粉株式会社	 ⽇本酒類販売株式会社	 株式会社農協観光	 三井化学株式会社

株式会社ラクト・ジャパン	 わらべや⽇洋ホールディングス株式会社

公益社団法人	⽇本農業法人協会	 農業者大学校同窓会

一般社団法人	全国農業協同組合中央会	 全国農業協同組合連合会

全国共済農業協同組合連合会	 農林中央金庫

一般社団法人	全国農業会議所	 公益社団法人	大⽇本農会

特定非営利活動法人	全国有機農業推進協議会	 霜里農場

株式会社	野菜くらぶ	 農事組合法人	和郷園

一般財団法人	⽇本GAP協会	 一般社団法人	⽇本食農連携機構

株式会社	農林中金総合研究所

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会	 ⽇本生活協同組合連合会

パルシステム生活協同組合連合会	 一般社団法人	⽇本フードサービス協会
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